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振動子が dipoleに対応 し,振動数分布のばらっきの巾が thermalmotionに対応すると考え
ることができる｡このことからわれわれの場合にも,磁性体の場合と同様に synchromization
の状態とそうでない状態との間の相転移現象が期待されるわけである0
ここでは,N個の振動子が相互作用している系を考える｡ 各振動子は一般にn次元の力学系
で記述され,系は全体としてnXN次元の力学系である｡この系から isochronの考えを使っ
て各振動子の状態を一つの位相 ¢であらわすことによって次のような式が導びかれる｡
¢=a･+写K(や了 色 )
～ J ノ
a,i'･固有振動数
K毎 ) :周期関数
しかし,このように簡単化された方程式でも,これを解析的に取 り扱うことはむづかしい｡
そこでここではおもに計算機実験をこころみた｡シュミレー ションでは ta,iiの分布や相互作
用の形を変えることによって様々な相転移類似現象をみることができた｡
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